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26年 4月 22日

3年 学年通信
皆の圧倒的な支持を得ました。

「もっといろいろのことに

ちょうせんしたいから.」

借りてきた猫のように様子を見ていたような子ども達も、どんどん新しい学級、新しい担任に慣れてきたな

と感じます。新緑の中、子ども達の条顔に誘われるようにつつじの開花が楽しみになってきました。 授 業参観

で、子ども達のやる気を感じていただけると思います。
校外学習と予備日の 5月 1日 (木)と 5月 2日 (金)の 2日 間は、おす 2回 弁当がお要です。特に5月 1且 に校

外単摺_さ無_われた場合に_5月_2日_の弁当を忘れやすいの_で、_お気をつけくださャち__
天候が怪しく校外学習へ行くかどうか迷われる場合でも、校外学習の持ち物のリュックサックのみで登校し

てください。前日の4月 30日 に国語 。算数 ・筆箱 ・下敷きを学校に置いて帰らせます。天候の都合で学校で

学習する場合は、それを使います。この週は、上靴は持って帰らないことにします。
5月 1日 に校外学習にいけた場合、 5月 2日 は弁当を持つてランドセルで登校してください。

☆ 打 事 予 ～ ☆
4/23(水)ぎょう虫卵検査回収
24(木)特別日課(40分ずつの授業)、【一斉下校14:15】尿検査回収②、
⑤授業参観、PTA総 会(既にお渡ししてある要項を持参してください)、学級 PTA(終了予定 15:30)

25(金)内科検診
29(ク()Bg亦日しり日
30(水)猿頬ゑ選拶可日課(40分ずつの授業)で二時間目まで 【下校1440】
5/1(木)弁当 校外学習
2(金)弁当 校外学習予備日

⑥ 艦

在 外 導 習
普段通り通学班で登校
深川神社、法雲寺、瀬戸蔵ミューシ

ヾ
アム、陶祖公園(昼食)、

帰途は徒歩で方面別下校 (陶祖公園発 13:30)

持ち物:弁当、水とう、しきもの、ぼうし、お手ふき、
おやつ(食べきれるだけ)、ごみぶくろ、リュ

ックサック、瀬戸蔵ミューシ
ヾ
アムの学習フ

°
)ント、バ

インダー(学校でかします)、えんぴつまたは
ボールペン

5月 分 纂 豊

学年費  2,00 0

給食費  4,32 0
P T A会 費  800← 4・5月 分

合  計    7,120

( P会費無)6,320

3(土)憲法記念日
4(日)みどりの日
5(月)こどもの日
6(火)振替休 日
7(水)特 5

8(木)特 5、 眼科検診
9(金)特 5

鱒
【下校1440】
【一斉下校1440】
【下校14:40】

12(月)特4、 個人懇談
13(火)特 4、 個人懇談
15(木)特 4、 個人懇談、尿再検
16(金)特4、 個人懇談
22(木)⑤避難訓1練(暴風)
27(火)粘土作品制作を始める
6/5(木)特5【下校 14:40】
21(土)学校公開日
23(月)代休日

【一斉下校13:10】
【一斉下校13:10】
【一斉下校13:10】
【一斉下校13:10】

☆ 寧 習 子 … ☆
雄ヨ 「じつもんをしたり、かんそうを言つたりしよう よい聞き手になろう/きちんとつたえるために」

話の中心に気を付けて開き、質問したり感想を述べたりする。
「漠字の広場①」 主 語 ・述語の関係に気を付け、接続語の使い方を意識しながら文章を正す。

「読んで、かんそうをもとう イ ルカのねむり方/ありの行列」 そ れぞれの段落の内容を正確にとらえる。

「声に出して楽しもう 良 克/芭蕉/蕪村/―茶」 日 本語特有のリズムを感じながら短歌やリト句を音説する。

E 「 横画の筆使い 『一二』」 横 画の筆使いに気を付けて、正しく書く。

E 「 わたしたちのまち み んなのまち 学 校のまわり」 学 校の周 りの絵地図を作る。

ロヨ 「学びをいかそうくどんな計算になるのかな〉」 乗 除計算の意味を理解する。
「円と球」 コ ンパスを使って円をかく。円や球の中心、半径、直径の意味を理解する。
「学びをいかそうくみんなで話しあいましょう〉」 図 を用いて、分かりやすく説明する方法を考え、自分の考えを発表する。

理ヨ 「チョウを育てよう」 卵、幼虫、さなぎ、成虫の順に育つことや昆虫の定義を理解する。

怪ヨ 「リコーダーをふこう」 リ コーダーの基本的な演奏の仕方を身に付けたり音色に気を付けて演奏したりする。
「楽しくつかおう」 空き容器に紙粘上をつけて、生活の中で使う物を作る。
「切ってけずって」 粘 上のかたまりから、楽しいひみつの遊び場を作る。その後、陶芸展用に 「狛犬」を作る。
「走 ・跳の運動 器 械運動」 走 り幅跳び、鉄棒。

回

田


